
台湾自治体との友好協力協定の締結と誘客促進を件名：

目的とした国際旅行展への参加報告について

１ 目的

両地域の経済的利益や、地域の発展に大きく貢献することを目的に、観光分野の

、 、 。ほか 国際文化交流分野も含めた友好協力協定を締結し 相互の交流を促進します

２ 経緯および内容

本市では 「伊香保温泉を核とした外国人観光客誘致の促進と外国人観光客への、

対応力強化」を施策として掲げ、平成２６年度に台湾彰化縣社頭郷と、平成２７年

度に同県員林鎮（現・員林市）と観光分野における友好協力協定を締結し、交流を

図ってきました。

それぞれの協定が期間満了となることから、観光分野のほか、国際文化交流分野

「高も含めた協定を締結し 群馬県が経済分野における友好協力協定を締結している、

雄市大樹區」と新たに友好協力協定を締結しました。

３ 締結先の概要について

（１）彰化県社頭郷（継続）
しようかけんしやとうきよう

台湾彰化県の南東にあり、果物のグアバと靴下の生産が有名であり（台湾の

生産量の８割 、歴史ある文化遺産と豊かな自然を観光資源としています。ま）

た、少子化対策と風力発電によるエコエネルギー施策を展開しています。

①調 印 日 平成２９年１０月３０日

②郷 長 劉 錦 昌
りゆうきんしよう

③人 口 約４３，０００人

④面 積 ３６．１４㎢

⑤平均気温 ２月＝１７．３℃／６月＝２７．６℃（月平均）

（２）彰化県員林市（継続）
いんりんし

台湾の西側にある彰化県の東に位置しています。彰化県のなかでは２番目に

人口の多い自治体です。また、ドライフルーツの生産が盛んで、台湾のドライ

フルーツの約８割が生産されています。

①調 印 日 平成２９年１０月３０日

②市 長 張錦昆
ちようきんこん

③人 口 約１２４，０００人

④面 積 ４０．０４㎢

⑤平均気温 社頭郷と同様

（３）高雄市大樹区 （新規）
た か お し だ い じ ゆ く

高雄市大樹区は、台湾最大、世界有数の港湾都市である高雄市の西南部に位



置する行政区の一つです。パイナップル、ライチの生産は、台湾における生産

量の約８割を占めており、近年、観光農業への転換を図っています。

①調 印 日 平成２９年１０月３１日

②区 長 楊孝治
ようこうじ

③人 口 ４２，９３６人（２０１７年４月現在）

④面 積 ６６．９８㎢

⑤平均気温 ２月＝２０．３℃／６月＝２８．５℃（月平均）

４ ２０１７台北国際旅展への参加について

（１）開 催 期 間 平成２９年１０月２７日～３０日

（２）開 催 場 所 台北世界貿易センター１号館

（３）財 団 法 人 台湾観光協会

（４）参加団体数 ９５０団体（６８の国及び地域・１，６５０ブース）

※日本からの参加は、７５団体（１４２ブース）

（５）来 場 者 数 ３６６，９７６人（１日あたり約９２，０００人）

（６）出展内容 日本ブースにおいて渋川市及び伊香保温泉の観光パンフレット

を各２，０００部配布すると共に、通訳を介して本市観光のＰＲ

を行いました。

なお、２９日には、渋川市長及び渋川伊香保温泉観光協会の正

副会長が渋川ブースに入り、市及び観光協会との連携によるトッ

プセールスを行いました。

５ 今後の展開

平成２９年７月には台湾国籍のＬＣＣ「タイガーエア台湾」による「茨城＝台北

線」の運行が開始され、１１月１日からは関越交通(株)の高速バス「アザレア号」

が伊香保温泉まで延伸されました。平成３０年度に予定されている佛光山法水寺の

開山もあり、より一層台湾からのインバウンドの増加が期待されている状況です。

本市では、これらを踏まえ、今回の友好協力協定や観光展への参加を活かし、関

係機関と連携しながら積極的な誘客促進を進めていきます。









表敬訪問先（彰化県・副県長）と握手を

交わす髙木市長

互いに署名した協定書を交換する

髙木市長と彰化県社頭郷長

髙木市長と彰化県社頭郷長

協定書署名後に握手を交わす

髙木市長と彰化県員林市長

協定書署名後の髙木市長と高雄市大樹

区長、渋川伊香保温泉観光協会長



台北国際旅行展会場の渋川ブース。

左から渋川伊香保温泉観光協会副会長、

髙木市長、観光協会長、同事務局長。

台北国際旅行展会場の渋川ブース。

来場者に観光パンフレット配布する

髙木市長。


